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テキス恥マイニングによる文苔分析
一内閣総理大鹿の所信表明演説在北に-
清水勇吉」
１．はじめに
テキストマイニングとは､｢大量のデータから解析によって有用な情報を抽
出する“データマイニング(datamining)"ぬ一伽と田野村(2011)で言
われるように、データマイニング的ド位区分であり、対象をテキストに限定
したものである。細かな定義に関しては研究者によって異なるが、本稿では
簡略的に「種々の文書データを計量的に加工・分析するための一手法」と定
義する。文学作品のような文章の集合のほか、テキスト化されたものであれ
ばアンケートなどによって得られた自主回答形式のもの、誰舌資料もその対
象とする。
テキスト､マイニングの目的は、テキストを形態素に分解、集計し、統舌拠
理をすることで苧のテキストに潜む傾向を見出すことであ為。聿観によりが
角な文君データの分析も、計品化によって宮掴的視点を取り入れ為ことがで
きる。
本稿は内閣総理大臣の洲矧時所信表明演説を例に、四名の総理大臣の紺壬
したそれぞれの時期の社会情勢を、テキストマイニングを通して見出そうと
するものである。
２テキストマイニングを行う
テキストマイニングを行うた肋には、専用のソフトが必要となる。テキス
トの「汁蠅案解析｣、それによって得られた数量化されたデータに対する｢統
:|m理｣､そしてそこから分析や巷察を行うことまでがテキストマイニングの
一連②流れであるが、そこに不可欠なソフトを簡単に以ドに挙げる。
２．１解析器
鶏吾などのように分かち書きでない日輔吾のテキストを扱う場合には、形
態素に分解することが必須であり、それゆえにテキストマイニングソフトに
はどれも解析器が積まれている。フリーで公開されている形熊素解析器には
(90）１０２--
JUMANi、chasenm(茶筌)、Mccab"(和布蕪）などが‘帆蒟斜斤器には
CaboCha,*KNPviなどがあ為。これらはインターネヅトでダウンロード
するなどして利用力呵能だが、有料心､テキスI､マイニングソフト価解析器は
陛切ようなものを用いているかは公開されていないことが多い。
２，２テキストマイニングゾフト
テキストマイニングソフトには上に挙げたような解析器を利用することで
形態素解析を行う。しかし形態素に分解しただけでは不十分で、そめ主まで
は単なる自然言語処理に留まる。そこから繩+処理を行うことではじ釣てテ
キストマイニングと言える｡統計iⅡ理に関してはソフトウェア自身の機能で、
また他の統目|ソフトと連撹することで成昂。
インターネット上で公開されてい馬テキストマイニングゾフi､には
rlvlT,価やIqiCodermiiなどがあり、丘れらはMcCab,ChaS《』ｎなとfの形
熊素解析器、CaboChaなど②構文解析器と連携して作動j→る。統計処理と
してTTIⅦは語やタ久またテキストの部､み合わせでクロス表を作成する、
KHQ)derは語の鱈+から散布図'>作醜また対応分析なども行うことが、
それぞれ可能である。必要に応じてそれぞれのソフト産使い分けることが望
ましい。
3.分析方法
3 . 1使用 ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｴ ｱ
分析に使用するフリー的テキストマイニングゾフトは語の策計凌訓艮に置
きrlTMを、繩|処理に関してはEx"IW|2oO8を用いて対応分析を行う
こととする。加えてネットワーク図作成⑰ためにトレンドサーチ20{J8'x
(SSRI社）も利用する。
３．２対応分析
1960年代にフランスのベンゼクリによって提案されたもので､数理的には
数量化、類と同様の手法で、またコレスボンデンス分析ともいう。名義蛮数
や順序変数なと質的な変数を蝿卜したクロス集荷|表凌も股にして次元j宿約を
行う手法で、毎変量解析のつで説る‘結貝よして、類似した項目（表{Ｈ１）
同十の距離と、類似した変数（衣頭）同ｔ的距離を同時に算出す鴇こ股がで
き為。これら得られた座標データからマップを作成す為こ段で梹覚イヒされる
ことが多い。
分析に際して散布図を作成するが、軸それぞれについて語同士の寓目阿巽供
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を最kにするということで、図の見方としては「似た傾向のものが近くに布
置きれ為」ことを念頭に置いて見ることが某本となる。(Z[三で言う「似為」
とは‘旧雪の傾向（パターン)”であって‘語の意味の傾向”ではない。辞雪
的意､賊乱よく似た二二つの語があったとして、それらの意味がとれだけ似てい
ようとも回答のされ方がまったく異なるのであれば、離れて布置されゐ。ま
たそのことから、「特徴的なものは他の語から離れて布置される」こと、「全
ｲ本的に同じような回答傾向にあ番もの（回答数の多いもの）は原点付近に布
置され鳧｣ことが言える｡ただしこれらはあくまでも基本的な前提であって、
常に適用されるものではない碇と凌汁宣されたい。
４.分析
４．１分析対象
例として口本の過去門代の内閣総理大臣の鯏莊時cり洲言演説表明の分析を
行う。jrl象とするのは、
・第９］代内閣総理大臣：福田康尭（自由民主党総裁）
・第９２代内閣総理大臣：麻生太郎ロ（自由民主党総裁）
・第９３代内閣総理大臣：鳩山由紀夫･；（民主党代表）
・第94代内閣総理大臣：菅直人；.i'(民主党代表）
以一上四名の所信演説表明の原文であ葛。首相官邸のホームページ･Yに錦月さ
れてい為もめ斑利用した。ゆえに、実隙〔刀斫信表明時にみられたでああうフ
イラーや言い淀みなとｆは屋副ご含まれず、また分析対象ともしないた鋤、こ
こでは問題としない。
１９５５年より続いていた(一部の例外を除く）自由民主党政権が崩れためは
20船年であった｡紺壬時の所信表明演説とは前任の総理大臣から引き継いだ
政権、世論を受けた上での意思表明であるため、施政方針のみならず政治に
対する態鹿国民への呼びかけ、各々が重視しているものなど多くの情報を
含むもめとなる。
この政権交代前後の二二名ずつの内閣総理大臣の耐、寺所信表明渡説を抵う
匡吐で、政権交代という社会的に大きな頭象に係る時期⑪、口本の社会情勢
をみるもめとする。
４２テキスI､(所慣表明演脱)の加工と図示
本節では、元に蹴るテキストを数量化し、図戎化をおこなう。ＴⅢＮを犀
(蝿）-１００
いて形態素解析と同時にクロス表を作成したもめが表ｌであ為。ここで|可時
に単語の蒜EcD統一などを含むデータ②轄琿をおこなっている。
表１轄形後のクロス表
ー r F F p 旧 i r n m E 翌 ヨ 円 ﾛ ■
国民１６２１４２２２１０１
私 ８ ２ ８ ４ １ ２ ４ １ ０ １
日 本 ５ ５ ３ ７ ９ ５ ６
政 治 ５ １ ４ ２ ５ ４ ４ ８
実 現 ９ ２ ０ １ １ ５ ４ ５
皆 さ ま １ ２ １ ０ ２ ０ ２ ４ ４
２１０２８新 し い ２ ’ ４ ２
必 要 _ ７ １ ３ ８ ５ ３ ３
地 域 ３ ８ １ ５ ７ ３ ３
我 力 掴 ９ １ ４ ２ ６ ． ３ １
経 済 ３ １ ４ １ １ ２ ３ ０
国 ４ ５ １ ６ ４ ２ ９
改 革 ８ ９ ４ ６ ２ ７
行 政 一 ９ ７ ７ ４ ２ ７
5 t L , 0 1 ６ ５ a ２ ７
麦 Ｉ 哩 一 １ ２ ５ ５ ２ ２ ４
人 １ ６ １ ５ １ ２ ３
世 界 ４ ３ １ ２ ４ ， ２ ３
課 題 一 ２ ９ ５ ５ ， ２ １
宣 任 ４ ４ ５ ８ ２ １
= ! m m r ■ 咽 山 ｣ 麻 生 屑 ■
問 題 １ ８ ３ ９ １ ２ １
． - ． ３ ５ ９ ４ ． ２ １
可
不 安 ' ４ ４ ３ ９ ２ 0
政 策 ６ ６ ６ ２ ２ 0
成 長 ５ ６ ５ ３ １ ９
社 会 | 保 障 ， １ １ ６ ０ ２ １ ９
信 頼 ６ ３ ７ ３ ， １ ９
解 決 ’ ５ ３ ７ ３ １ ８
支 援 ２ ８ ６ １ １ ７
地 方 １ ０ １ ５ １ １ ７
す べ て ６ １ ９ １ １ ７
罠 王 壹 ̅ ̅ ! ̅ 可 ３ １ １ ２ １ ６
社 会 ３ ４ ９ 0 １ ６
内 閣 １ １ １ ２ ２ １ １ ６
将 来 ８ ４ ４ ０ , １ ６
今 後 ６ ３ ６ ０ １ ５
販 綱 ５ ７ ３ ０ １ ５
強 化 ６ ４ ４ １ １ ５
推 進 ６ ６ ３ ０ ’ １ ５
雇 用 １ ８ ３ ３ ’ １ ５
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旧一帽
ITMで形態素解析してクロス表を作成し、整形したあとは服xcPI紬言’
２DO８を利用して対応分析を実行する。
対泌分析にかける語の数は任恵で選択す為。ここで重要なのは散布図にす
ることを念頭に置くことであ為。図上に表示ざ廿為打､数は、ソフトによっ
て上限はあるものの基本的にはいくらでも避尺可能ではあるが、散布図にし
たときに語が多すぎては図が見づらく、少なすぎても分析に足る結果にはな
りがたい｡今回はそれらを勘案して、便宜的に４０語とした。その結果が図１
である．第１軸の寄与率は0.3968、第２軸は0.35脚であり、累積寄与率は
0.7522である｡第１軸と第２軸それぞ邦り寄与率の差が大きくないことから、
図的見方としてどちらか的軸に拠為こょもなく、また累棺寄与率力塙ぃこ股
からも図全体をW価hするのが適当であると考えられる。
筍単に図ｌに閲して述べておくと、四つ鄭艮に四名がそれそれ布置され
ており極端に近くなるようなことがないため、各人の特徴がよく示されてい
る図だといえよう。ただしこれらの位置関係はあくまでも全体からの相対的
９(93）
な閃係によるもめであ為たいたとえば‘堀田”と“責任”が離れて布置さ
れてい為から段いって“賢{王”を軽視しているとは言えず、また“責任”に
関して言えば“福Ⅲ”と“菅”は同じ出現頻度を示しているが(*1)、これ
も相姉lりな関係が示されてい為た肋である。
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図１対応分析による散布図
また同時に}､レンドサーチ２帥８というテキストマイニングソフトを利用
してネツ:､ワーク図を描く。こめソフトウェアは有料のものだが、自由回答
などの分析にたいへん有用であるため、本発表でも用いることとす為．影熊
索鯏斤など他のテキストマイニングソフトと基本的な動作は変わらないが
ビジュアル化におけ苗レベルは高い。
この図にあらわれる情報は多く、ノードxv同士の繋がりや関連度の強さの
みならず、ノード間の距離まで計算し布置する。つまり関連度の高いものは
近くに、低いもの鯛壼くにそれぞれ布置されるということを意味する。こ⑨
辺りは対応分析に似たものがお為。ただし、莊確な閲離を図示した場合、ノ
(941９8 -
一強め参<は互いに軍なりあって見えなくなってしまうた矧虹[的にずらす
車は多い。
図２は､トレンドサーチ２００８でキーワードとなった繭５()語を採用してい
る。対胸釧斤の散布図以上に配置的自由度力璃いた肋、採用禰数は少々彰く
した。
鶏
図２トレンドサーチ2008によるネットワク図
4 . 3分析
以上二つの図から、内閣総抑大臣四名的傾向を探る。両区叱もに、四名CE)
名前に近い語が相対的ながらそれぞれ重酎見されたもめと11断できよう。こ
の結果表説明するには、福田氏以前⑱内閣総皿大臣的f子在か不可欠である。
まず葵87～89代内閣総理大臣として、２００１年４月２５日から２００６年９
月２６日までの通算1980日もの昌明の在任期間を誇った小馴屯̅瓠氏の存在
がある。氏に対する政治的社会的評価はさておくとして、第７'～７３代内閣
総理大臣中曾恨康弘"氏以来の’000日を超える在任期間であったことは唐
違いなく、鍔造孜革や靖国神社への参拝なと散々のインパクトを世間に与え
(9訓 -９７
任期満了と逆もに刷王した。
後継切割飼凹f三氏はそれ壷受けて内閣総理大臣の職に就いている。就任し
てのち、年令i氾録問題の浮上、剛巌の譜問題などが軍なったことで内閣支持
率はドかつていき、また自身かi蒋引を賭すつぢﾐと手したことからわずか一年の任
期で辞任ｳｰるに至った。在任中の行動調壬への経緯など、小泉氏と濁音氏
の社会的印象に関する明暗がはっきりと分かれる形となった。
以上の流れを経た上で福田康夫氏が次のP勺閣総理大臣に紺壬した。小泉氏
(D長期攻権から安倍氏の突然の舌軒壬までの落差を目にしたことによって、国
内㈱、自民荊Ik権に対する不安、不信感力塙主っていたことは想像に難くな
い。/E皇からこそ図ｌより、福田氏は“安心”や‘信頼”といった匡生ぱ左稚
説の中で勤珂すぁことで、国民の理政権に対するネガティブな印象を払拭す
るとともに{三噸を得ようとしたのではないかと推察できる。また図２からは
“問題”-‘踊映”や“取り組む”といった積極的な姿勢も見受けられる。
続いての麻生氏は図１から“課題”や“不安”などが近くに布置されてお
り、安倍氏と同様にわずか一年で任期を終えてしまった福田氏によるもので
あろう。国民の不安感が反映された可能性も考えられる。図２からは“日米
同盟”や“アジア”などがみられることから、自身のﾀ焔大臣の軽驍､｡iから
なめか外炎に対す為関心もうかがえる。しかし麻生氏もマスコミのネガティ
ブ・キャンペーンとも言え為ものもあり、世論の批判を受ける形で一年と活
たずに政権壷交代す為こ牡となった。
ノ鳴山氏は自民党との政椎交代時により､５５年体制以来初の民聿党の内閣総
理大臣となった。しかし突女哩予党から与党になったからか、図ｌをみる限り
他d)総理大臣と比べて具体的な語が付近に布置されておらず、方針が不明瞭
であ墨。表ｌと併せてみても‘国民”や‘‘皆さま”など呼びかけるような語
が多いこと掴藍し力特徴はあらわれなﾔ､。図２も同様で、あまり特徴的な語
が薯いとは言いがたい。‘地方”とのF朧から、地方に対する関心があっただ
ろうこ段は言えようか｡鳩山氏は四名的巾でも最短の在任期間で菅氏にそめ
峰を顕っていろ。
餉耗抑大臣の菅氏は､前任⑱鳩山氏設対比され魯形で図ｌには‘社会保障”
や“雇用”など具体的な語が近くに布置されている。“改革”や‘実現，，など
も|副様で、前政朧で急落した支持率を回復するため、積極的な姿勢を見せて
いるc図２もまた'司様に､時勢に合わせたことばを使用している印象がある。
ここで興味深いのは、“菅”と‘‘麻生”に関連性があることである。両ノード
(96）-９６
間に話為ものをみると“信頼"や‘鞭り戻ず，があり、的{玉音の{千期が輝く、
また突然の馴壬であったこ聖などに其逆点が存在する。屋のような面も反|峡
された間になったといえる。
５.おわりに
醐壬時の所信表明演説は曲権的発足時になされ為もめであり、餉イモ者が世
に与えた政権のイメージ、その時代時代の風潮を畳けて、内閣纈里J<臣没し
ての意思､姿勢をあらわすもので為為。そのテキストのみでも各総暉大臣的
洲壬す墨時期がどういう惰勢の中にあったかなど、少なからず特徴を向売み取
ることができた。
文系の領域では未だ多くない縮+分析を加えることで、踊味な印象に留ま
ることなく客観性の高い分析・考察を行うことができる。本塙では例として
は上,紬からテキスト化されたものを扱ったが、今後は方＝燕丙資料など、み
ずからテキスト化する必要のあるもの、また椋刺りな口蒋部〕辞古にない方
言彫式の扱いなども含めて、テキストマイニングの適用鮠囲の拡大蚕試みた
い。
参考文献
石井哲(2092)『テキストマイニング活用法』リツクテレコム
ヒ皿大一郎(2004(新版第５刷)）『新雁Ex"lでできるデータマイニング入
門』同友館
内田治(2010)『数量化理論とテキストマイニング』日紺支連出版社
喜田昌樹（2008）『テキストマイニング入門一経営研究での活用法--』白桃
書房
鈴木崇史（2008）「総理大臣国会演説における基本的文“寺徴量②探索的分
析」『計量言語学』２６巻４号、ppll3-122
林俊克(2002)｢Excclで学ぶテキストマイニング入Ｈ』オーム社
樹寸真遮・豈浦麻了(2009）『人文・社会科学のためのテキストマイニング』
澗再雪房
二室克哉・鈴村賢治・神田晴彦（20Ｄ７）『顧客の声マネジメントーーテキスト
マイニングで本音を「見る」--』オ ムー社
村上征瀞編(2oM)『文化情報学入門』勉誠出版
(97） ９５
’徳島大学ﾉ<学院総合科学教育部博十後期調１
11httI)://nlpkueekJ'･to-u.ac.jp/nl-rPsourcPjuman.html
iliht叩批h…n-k,g"ySouref'fbrgejp/
ivhltp:"Inpcah｡sour(Pefbrgenet/
vhttp鷺伽hascn.org/̅ taku/soii乳ra,P/baMha/
whttp://nlp.kuee.kyoto-uac.jp/nl･resource/knp.html
viihlip:"mtmrjp/ttm/
vijihttp://khc,sourcefbr9e.net/
ixhttI)://software.ssrico.jp/ftljijindex.html
'<在任期間:２００７年９月２６B-20鴫年９月別日
刈在任難問:２００９年９月１６B･2010年６月８日
xi’在任期|fj:２００８"９月２４B･20的年９月16R
xiii在f訓庇:２０１０年６月８B･2011年９月２日
>j,'htip:j/wwwkanteigojp/
ｘｖ各丙門や聴辿大臣の名前を指す。
:“在任期間:1982年１１月２７B･1987年１１月６日（第一次から第二次ま
毛一声、
〔ごノ
]罰ｉ智苫＝ソ汗!'、巴11-i臥国４-塁j立,右臥即寺催1.、-ア城i塩去･閂寿麻イエ’ず1.、久剴苫内閣においてﾀ職人臣凌鬮王している。第三旗小泉内閣、
(98）- ９ １ -
